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　2015 年の全廃から 10 年を経た今日、IPM の考え方は確実に広がりを見せている。特に開
館時から IPM の考え方を取り入れた九州国立博物館では、ボランティアを含め徹底した清掃
作業（予防）を軸とした管理活動で大きな成果を挙げている。また、（公財）文化財虫菌害研
究所では、2011 年に「文化財 IPM コーディネーター」の資格認定制度を創設し、九州国立
博物館の協力を得て多くの有資格者を養成するなど確実に成果を挙げている。
　本フォーラムは、こうした文化財等の分野で IPM 普及活動やその実践を行ってきた多くの
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とで、最終的に死亡率 95％が達成されます ( 図 11)。
　このことを文化財保存にあてはめて考えてみます。



















































を改善する、復帰、すなわち Recover/Treat です。 
　年に 1 回、大規模燻蒸で処理するということは、












































































処理に広く普及しています ( 図 21)。カナダのナショ
ナルアーカイブ ( 図 22) やエール大学の図書館、大英
図書館、タイの国立図書館などでも、この方法で殺虫


































































































に、大英博物館で、このコンファレンスの “Ten years 
later” というタイトルで再度会合があり ( 図 40)、み
んぱくの園田さんや私より日本での取り組みや研究内
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[1]  Avoid （虫やカビを誘うものを回避する）
-効果的な清掃とクリーニングが基本
[2]  Block （虫などの遮断）
-害虫，ネズミなどの侵入ルートの遮断
[3]  Detect （虫などの発見）
-早期発見が重要，記録は不可欠
[4]  Respond （対処）
-収蔵品に安全な方法を，施設の欠点もみなおす














































































































殺虫 ○ 殺菌 ×
浸透性がよい，15℃以上で！
・酸化エチレン （商品名 エキヒュームS）
殺虫 ○ 殺菌 ○
発ガン性，吸着されやすい
・酸化プロピレン （商品名 アルプ）




管理濃度 15ppm ACGIH TLV 1ppm
• 酸化エチレン (H15〜）
管理濃度 1ppm ACGIH TLV  1ppm
• 酸化プロピレン (H23〜）































































“IPM in Asia 























10 Years Later 
At British Museum
図40













(Strang and Kigawa 2006)
0.   Outside    （屋外）
1. Have a roof （屋根がある）
2. Have walls （壁もある）
3. Basic habitation （住める環境、歴史的建造物）
4. Commercial adapted facility （一般的）
5. Purpose built facility




NHM zoned by pest risk
5 zones ABCD(E) for rodent and insect pests
• A red, high priority collections
• B orange, galleries
• C yellow, paleo
• D green, connecting areas, 
no collections
• E blue, special collections.


























• 最初に IPM Zones のシステムを取り入れた










































































































































23 年度に「文化財 IPM コーディネータ」資格を創設
した。
３．これまでの資格取得者















































　文化財 IPM コーディネータ資格は平成 23 年に創設
され、講習会と試験は昨年までに 4 回、九州国立博
物館で開催された。第 5 回は今年（平成 27 年）12




1） 本田光子 . 「曝涼・曝書と文化財 IPM」. 『文化財の虫菌害』. 2011. 
62. p.9-12
2） 三浦定俊 . 「文化財保存における IPM への取り組み」. 『防菌防黴』. 
2012. 40（6）. p.343-350
3） 木川りか、長屋菜津子、園田直子、日高真吾、Tom Strang. 「博物館・
美術館・図書館等における IPM」. 『文化財保存修復学会誌』. 2003. 
47. p.76-102
表1 文化財 IPMコーディネータ講習会と試験のプログラム 
 
第1日目 
        文化財のＩＰＭ概論 【60分】                                 
        文化財の生物被害と加害生物 【60分】 
        温湿度環境の測定と解析 【60分】 
        カビの調査と環境の解析 【60分】 
        虫の調査と環境の解析 【60分】 
        見学（展示室におけるＩＰＭ作業の実際） 【90分】 
 
第2日目 
        ＩＰＭから見た博物館等の施設管理 【60分】 
        防除処理に関する基礎知識 【60分】 
        ＩＰＭの体制づくり 【60分】 
 
        試験 【90分】 
         試験項目 
       (ｱ)文化財に係る IPMに関する基礎的な知識と実施体制 
       (ｲ)文化財虫菌害に関する知識 
       (ｳ) 文化財の保存環境の把握と維持 
       (ｴ) IPMから見た博物館等の施設管理 

















































































































































































































































































































































までの 10 年間に大きな挑戦が 3 度ありました。1 番
目は竣工時に予定されていたガス燻蒸を回避したこ
と、2 番目は市民ボランティアの参加、3 番目は地域
















































































































































































































































































































































































































































































































































































作環境は、Windows8 もしくは 8.1（64Bit 版）、CPU（イ








































　Fo   F 分布より下記の条件にあてはまる値を抽出
　n1  自由度＝２（温度、湿度の２変数）
　n2  N －２
　信頼率 90％で計算



























































































































き必要な PC 環境は、OS は Windows8 もしくは 8.1






















































プ種類 _ トラップ番号」が「Mapping 用場所データ」
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図１　 ある部屋の 2 か所の測定ポイントの 2013 年 12 月の温
度・湿度
図２　 測定ポイント１における 2013 年 12 月の週ごとの温度・
湿度
表１　測定ポイント１の温度・湿度の最大値、最小値、平均値、1 日の最大値と最小値との差、標準偏差（2013 年の 12 月 1 ～ 7 日分抜粋）


































　国立民族学博物館 ( 以下、民博 ) において、本格的
























































































































































































































































































•　 より有効な IPM を実施するための情報収集　＊文
化財虫菌害研究所をはじめとする IPM 研修への積
極的な参加
•　 より効率的な IPM 技術の研究
•　 現状実施している IPM 活動の問題点の洗い出し
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１　 10 月上旬に燻蒸を実施したが、11 月上旬に再び複数の成虫の生息が確認された。タバコシバンムシとの戦いは続いている。（平成 27 年 11 月 17 日現在）
－ 58 －
タバコシバンムシとの戦い－千葉県立中央博物館の例－
第１ 第２ 第３ 第４ 第５ 恒温高湿 恒温低湿 前室 展示室 使用ガス種
Ｈ元 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ エキボン
Ｈ2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ エキボン
Ｈ3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ エキボン
Ｈ4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ エキボン
Ｈ5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ エキボン
Ｈ6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ エキボン
Ｈ7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ エキボン
Ｈ8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ エキボン
○ ○ ○ エキボン
○ ○ ○ ○ ○ 臭化メチル
○ ○ ○ ○ エキボン
○ ○ ○ ○ 臭化メチル
○ ○ エキボン
○ ○ ○ ○ ○ ○ 臭化メチル
○ エキボン
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 臭化メチル
Ｈ13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 臭化メチル
Ｈ14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ エキボン
































































































































































































































































































































































































分類 講習会名 時期 主な担当者 主な講義題目
Ⅰ期 近世史料取扱講習会 第12回 1966(昭和41)年―第16回 1970(昭和45)年 原島陽一 「近世史料の管理」「近政史料の整理と管理」等



























































































実施時期 対象機関 回答機関数 アンケート調査機関
ⅰ 1987(昭和62)年7月　 文書館 21機関 国文学研究資料館　青木睦氏
ⅱ 1997(平成9)年10月 文書館 26機関 国文学研究資料館　青木睦氏
ⅲ　　2003(平成15)年　 文書館 52機関 群馬県立文書館
ⅳ 2001(平成13)年～2011(平成23)年 図書館、文書館、自治体史編さん室 複数年にわたるため未記載 情報保存研究会


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　［ATP 測定］真核生物の細胞に含まれる ATP を抽出・
蛍光させ、その光量から ATP 量を専用機器で測定す
るもので、生物の有無を判断できます。また細胞の活







































































































































































































10 月と 2014 年 3 月には，観察室，前室，前々室の
壁面と前室，前々室のコンクリートの床面を対象とし
































　図１７は、2012 年 3 月から 2014 年 3 月までの合
計 9 回、好湿性カビ用の培地（ポテトデキストロース
寒天培地：PDA 培地）で浮遊菌測定を行った結果で
す。浮遊菌数は，2012 年 3 月は高く，その後 2012
年 4 月に大きく減少しましたが，それから 2013 年 5
月まで徐々に増加していく傾向にありました。そして
2013 年 10 月に再び減少しています。そして、2013
年 10 月から 2014 年 3 月までは，ほぼ横這いとなっ
ています。2012 年 3 月から 2012 年 4 月にかけて浮
遊菌数が大きく減少した時期は，観察室の床面に新し
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　保存修復科学センターでは、「IPM フォーラム：臭化メチル全廃から 10 年：文化財の IPM の現在」を 2015 年
7 月 16 日に開催しました。本催しは、文化財保存修復学会が共催となり、同学会の例会としても位置付けられま
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